
リフォーム前後の写真

データ

リフォーム後の平面図リフォーム前の平面図リフォームの動機／設計・施工の工夫点／施主の感想・満足度 ／住宅の価値を向上させた内容など

第34回 住まいのリフォームコンクール

優秀賞 講評
構造

タイトル

設計会社 在来木造施工会社 松田建設（株）武川建築設計事務所

うすずみの家 持家一戸建 長年茶道教室に使ってきた築44年の平屋の民家を、髙齢の茶人一人
のための住宅に変えた。耐震、漏水、断熱をクリアーし、床・壁・
天井に地域特産の自然素材を集めた居心地の良い住まいは、半戸外
空間の暖炉が人々の心を繋いでいる。建具の扱いも丁寧で美しい。

敷地は温泉で有名な下呂市内の旧街道沿いにある。

長らく裏千家のお茶の教室として使われてきた木造平屋を、老齢の建主が

一人で暮らすための住居として改修するプロジェクト。

耐震や断熱、漏水など多くの問題を抱えていたため建て替えも視野に入れ

て検討したが、大切に使われてきた美しい茶室からこの場所の力を感じた。

建てられた時代柄、大量生産を前提に設計された間取りや建材を丁寧に解

体し、組み替えて行くことでこの家に関わった人々の思いをまた次の世代

に繋げていけるのではないかと考えた。

居間の物置になっていた広縁は屋外化し、既存の妻庇とあわせて深い軒下

空間を作っている。その軒下空間には外暖炉を設け、友人たちが集ってお

酒を酌み交わせる場所とした。個室化されていた水周りはプライバシーに

配慮しつつ回遊動線を作り、通気をよくすることでカビや結露を押さえて

いる。素材については昔からその地域にある商圏の内で調達できるものを

優先して選ぶようにした。そういった素材を使い、その家が使われていく

ことで地域の記憶を残していくことができると考えている。現在残した茶

室には門下生たちが再び集い、月 1 回のお茶会がささやかに行われている。

ﾘﾌｫｰﾑ部位 ： ■居室/  ■台所/  ■浴室/  ■便所/  ■洗面所/  □廊下/  □階段/  ■玄関/  ■ｴｸｽﾃﾘｱ/  □ﾏﾝｼｮﾝ共用部分/  □その他

特に配慮した事項
・小さい住居ながら、微妙に重心の異なる居場所を多数作ることで訪れる友人や息子、孫たちと施主との心理
的な距離感によって自分の居場所を選べるよう配慮した。
・視覚的な美しさだけでなく手触り脚ざわり、木の香り、薪の燃える匂いや音など、５感での体験を大切にした。

性能向上の特性
・躯体劣化部分補強、耐震補強（構造面材等）
・床壁天井の断熱改修（ロックウール等充填）
・廊下の段差解消

タイプ

該当工事床面積

居住者構成 65 歳以上：1 人　／　15 ～ 64 歳：0 人　／　15 歳未満：0 人

該当部分工事費／総工事床面積59.28 ㎡ 900 万円59.28 ㎡ 900 万円

新築竣工年 1973所在地 施工期間44 90年年岐阜県下呂市 築後年数 日間

／総工事費

20

20


